
議案第２５号

令和２年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和２年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 排水戸数（月平均） 11,436 戸
（２） 年間総排水量 2,626,000 
（３） 一日平均排水量 7,195 
（４） 主要な建設改良費

 公共下水道単独工事 65,500 千円
 雨水施設工事 80,000 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

 収 入

第１款  下水道事業収益 889,744 千円
 第１項  営業収益 482,007 千円
 第２項  営業外収益 407,736 千円
 第３項  特別利益 1 千円

 支 出

第１款  下水道事業費用 882,823 千円
 第１項  営業費用 768,445 千円
 第２項  営業外費用 113,278 千円
 第３項  特別損失 100 千円
 第４項  予備費 1,000 千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 185,238 千円は損益勘定留保資金等 185,238 千円で補てんするも
のとする。）

 収 入

第１款  資本的収入 486,221 千円
 第１項  企業債 363,100 千円
 第６項  他会計負担金 120,000 千円
第７項  受益者負担金 3,121 千円

 支 出

第１款  資本的支出 671,459 千円
 第１項  建設改良費 145,500 千円
 第２項  固定資産購入費 42,924 千円
 第３項  企業債償還金 483,035 千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

公共下水道事業債 135,500千円 証書借入

4.0%以内（た
だし、利率見直

し方式で借り入

れる政府資金及

び地方公共団体

金融機構資金に

ついて、利率見

直しを行った後

においては、当

該見直し後の利

率）

政府資金及び地方

公共団体金融機構資

金については、その

融資条件により、銀

行その他の場合には

その債権者と協定す

るものによる。ただ

し、企業財政の都合

により据置期間及び

償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしく

は低利に借換えする

ことができる。

流域下水道事業債 41,000千円 〃

資本費平準化債 135,000千円 〃

下水道事業債

（特別措置分）
51,600千円 〃

計 363,100千円
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（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）収益的支出のうち、消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の

間の流用

 （２）資本的支出のうち、建設改良費及び固定資産購入費の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し

又はそれ以外の経費をその経費の全額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。

（１）職員給与費

（たな卸資産の購入限度額）

第９条 たな卸資産の購入限度額は、1,000千円と定める。

  令和２年３月２日提出

                          篠栗町長  三 浦  正
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（単位：千円）

1 下水道事業収益 889,744

1 営業収益 482,007

1 下水道使用料 477,503

2 他会計負担金 4,500

6 その他営業収益 4

2 営業外収益 407,736

1 受取利息 1

2 他会計負担金 130,000

4 長期前受金戻入益 277,730

5 引当金戻入益 2

6 消費税還付金 1

7 雑収益 2

3 特別利益 1

2 過年度損益修正益 1

令和２年度 篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算実施計画

収    益    的    収    入   及   び   支   出

収      　　  入

備考予定額目項款
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（単位：千円）

1 下水道事業費用 882,823

1 営業費用 768,445

1 管渠費 324,108

3 総係費 23,849

4 減価償却費 407,339

5 資産減耗費 13,149

2 営業外費用 113,278

1 支払利息 101,278

2 消費税 12,000

3 特別損失 100

4 過年度損益修正損 100

4 予備費 1,000

1 予備費 1,000

支      　　  出

備考款 項 目 予定額
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（単位：千円）

1 資本的収入 486,221

1 企業債 363,100

1 企業債 363,100

6 他会計負担金 120,000

1 他会計負担金 120,000

7 受益者負担金 3,121

1 受益者負担金 3,121

款 項 目 予定額

資    本    的    収    入   及   び   支   出

収      　　  入

備考
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（単位：千円）

1 資本的支出 671,459

1 建設改良費 145,500

1 管渠建設改良費 145,500

2 固定資産購入費 42,924

1 有形固定資産購入費 22

2 無形固定資産購入費 42,902

3 企業債償還金 483,035

1 企業債償還金 483,035

支      　　  出

備考款 項 目 予定額
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュフロー

当年度純利益（△は純損失）

減価償却費

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

貸倒引当金の増減額（△は減少）

長期前受金の戻入額

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱費

未収金の増減額（△は増加）

未払金・未払費用の増減額（△は減少）

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュフロー ①

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得による支出

無形固定資産の取得による支出

受益者負担金による収入

受益者負担金前納報奨金による支出

投資活動によるキャッシュフロー ②

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

企業債による収入

企業債の償還による支出

企業債の償還に充てるための他会計負担金による収入

財務活動によるキャッシュフロー ③

Ⅳ 現金預金の増加額 ④ = ① + ② + ③

Ⅴ 現金預金の期首残高

Ⅵ 現金預金の期末残高

令和２年度　篠栗町流域関連公共下水道事業予定キャッシュフロー計算書

（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

（単位：千円）

△ 1

101,278

1,614

407,339

13,148

58

△ 277,730

△ 175

（間接法）

292,966

1

△ 101,278

191,689

3,121

363,100

24,440

△ 132,293

△ 39,002

△ 167,314

120,000

△ 483,035

65

244,829

220,389

45,232

2,203

860
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１　総　括 （単位：千円）

特別職 一般職 報　酬 給　料 賃　金 手　当 計

0 4 0 14,192 0 9,248 23,440

0 0 0 0 0 0 0

0 4 0 14,192 0 9,248 23,440

0 4 0 13,937 0 9,286 23,223

0 0 0 0 0 0 0

0 4 0 13,937 0 9,286 23,223

0 0 0 255 0  38 217

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 255 0  38 217

（単位：千円）

給　　与　　費　　明　　細　　書

0

合　　　計 90 307

4,908 28,131

比　較

損益勘定支弁職員 90 307

資本勘定支弁職員 0

前年度

損益勘定支弁職員 4,908 28,131

資本勘定支弁職員 0 0

合　　　計

0 0

合　　　計 4,998 28,438

区分 法定福利費 合　　計 備　　考

本年度

損益勘定支弁職員 4,998 28,438

資本勘定支弁職員

前年度

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

比　較

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

区分

職員数
（人）

給　与　費

本年度

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計
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手当の内訳 （単位：千円）

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
時間外
勤務手当

管理職
手当

期末勤勉
手当

特殊勤務
手当

738 924 648 24 289 457 6,168 0

918 919 648 24 283 454 6,040 0

 180 5 0 0 6 3 128 0

２　給料及び職員手当の増減額の明細 （単位：千円）

備　　考

36

219

0

82

 120

円 円

円 円

歳 歳

円 円

円 円

歳 歳

（２）初任給 （単位：円）

高校卒 154,900 － 154,900 －

大学卒 182,200 － 182,200 －

区分 一般行政職 技能・労務職
一　般　会　計　の　制　度

一般行政職 技能・労務職

357,979 －

平均年齢 37 －

359,833 －

平均年齢 38 －

平成31年4月
1日現在

平均給料月額 290,354 －

平均給与月額

３　給料及び職員手当の状況

（１）職員1人当り給与

区　　　分 一般行政職 技能・労務職

令和2年4月1
日現在

平均給料月額 295,667 －

平均給与月額

その他の増減分

職員手当  38
制度改正に伴う増減分

その他の増減分 人事異動等による

区　　分 増減額 増　減　事　由　別　内　訳 説　　　明

給　　料 255

給与改定に伴う増減分

昇給に伴う増加分

区　　　分

本　年　度

前　年　度

比　　　較
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級

６　級 （－） （－） （－） （－）

５　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

３　級 （－） （－） （－） （－）

２　級 2 （－） 50.0 （－） （－） （－）

１　級 （－） （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 4 （－） 100.0 （－） （－） （－）

級

６　級 （－） （－） （－） （－）

５　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

３　級 （－） （－） （－） （－）

２　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

１　級 1 （－） 25.0 （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 4 （－） 100.0 （－） （－） （－）

平成31年
4月1日
現在

※（　）内は短時間勤務職員にかかるもの。

令和2年
4月1日
現在

区分
一般行政職 技能・労務職

職員数（人） 構成比（%） 職員数（人） 構成比（%）

（３）級別職員数

区分
一般行政職 技能・労務職

職員数（人） 構成比（%） 職員数（人） 構成比（%）
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６月 １２月 ３月 支給率計

（－） （－） （－） （－）

2.250 2.250 4.50

（－） （－） （－） （－）

2.225 2.225 4.45

（1.175） （1.175） （－） （2.35）

2.250 2.250 4.50
※（　）内は再任用職員にかかるもの。

前年度 有

一般会計
の制度

有

（５）期末手当・勤勉手当

区　　分
支給期別支給率（月分）

職制上の段階、職務の
級等による加算措置

備　考

本年度 有

比率（B）/（A）　（％） 100.0 100.0

６号級（人）

８号級（人）

２号級（人）

４号級（人） 4 4

前

年

度

職員数（A）（人） 4 4
昇給に係る職員数（B）

（人）
4 4

号
級
数
別
内
訳

比率（B）/（A）　（％） 100.0 100.0

区　　　　　　分 合　　　計 一般行政職 技能・労務職

８号級（人）

4 4

６号級（人）

昇給に係る職員数（B）
（人）

4 4

号
級
数
別
内
訳

２号級（人）

４号級（人）

（４）昇給

区　　　　　　分 合　　　計 一般行政職 技能・労務職

本

年

度

職員数（A）（人） 4 4
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区　　分
20年勤続
（月分）

25年勤続
（月分）

35年勤続
（月分）

最高限度
（月分）

支給率等 24.587 33.271 47.709 47.709

一般会計の制度
（支給率等）

24.587 33.271 47.709 47.709

通　勤　手　当 同

地　域　手　当 同

住　居　手　当 同

（７）その他の手当

区　　　分 一般会計の制度との異同 差異の内容

扶　養　手　当 同

（６）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

その他の加算措置等 備考

定年前早期退職特例
措置（2～20%）

定年前早期退職特例
措置（2～20%）
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期間 金額 期間 金額

千円 年度 千円 年度 千円

Ｈ29 R2

～ ～

R1 R4

千円

篠栗町統合型ＧＩＳ構築・
運用業務委託

12,911 4,779 8,132 8,132

債務負担行為に関する調書

事　項 限度額

前年度末までの支払義務
発生（見込）額

当該年度以降の支払義
務発生予定額

左の財源内訳

自己資金
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 0

　　　ロ　建物 0

　　　　　減価償却累計額 0 0

　　　ハ　構築物 14,410,659

　　　　　減価償却累計額 △ 2,219,924 12,190,735

　　　ニ　機械及び装置 24

　　　　　減価償却累計額 △ 4 20

　　　ホ　車両運搬具 0

　　　　　減価償却累計額 0 0

　　　ヘ　工具器具及び備品 1,397

　　　　　減価償却累計額 △ 802 596

　　　ト　建設仮勘定 0

　　　有形固定資産合計 12,191,351

（２）無形固定資産

　　　イ　施設利用権 1,117,196

　　　無形固定資産合計 1,117,196

　　　固定資産合計 13,308,547

２　流動資産

（１）現金及び預金 244,829

（２）未収金

　　　イ　未収下水道使用料 40,180

　　　ロ　その他未収金 0

　    貸倒引当金 △ 2,071 38,109

（３）貯蔵品 0

（４）その他流動資産 0

　　　流動資産合計 282,938

　　　資産合計 13,591,485

３　固定負債

（１）企業債

　　　イ　建設改良のための企業債 4,490,222

　　　ロ　その他企業債 1,142,437

　　　企業債合計 5,632,659

（２）他会計借入金 0

（３）その他固定負債 0

　　　固定負債合計 5,632,659

(令和3年3月31日現在)

令和２年度　篠栗町流域関連公共下水道事業予定貸借対照表（当年度）

--- 資 産 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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４　流動負債

（１）企業債

　　　イ　建設改良のための企業債 397,146

　　　ロ　その他企業債 112,442

　　　企業債合計 509,588

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 2,466

（４）未払金 98,369

（５）その他流動負債 17,709

　　　流動負債合計 628,133

５　繰延収益

（１）長期前受金 8,907,910

　　　長期前受金収益化累計額 △ 1,782,071 7,125,839

　　　繰延収益合計 7,125,839

　　 負債合計 13,386,632

　６　資本金 46,514

　７　剰余金

　(１）資本剰余金 0

　(２）利益剰余金

　　イ　減債積立金 156,724

　　ロ　建設改良積立金 0

　　ハ　当年度未処分利益剰余金 1,614

　　　 利益剰余金合計 158,339

　　 剰余金合計 158,339

　　 資本合計 204,853

　　 負債資本合計 13,591,485

--- 資 本 の 部 ---
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注     記

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 １．資産の評価基準及び評価方法 

 （１）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    貯蔵品・・・先入先出法による原価法 

 ２．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産 

    定額法 

    ・主な耐用年数 

      構造物        50 年 

      機械及び装置      8 年 

      工具器具及び備品    5 年 

 （２）無形固定資産 

    定額法 

    ・主な耐用年数 

      施設利用権      45 年 

 ３．引当金の計上基準 

 （１）退職給付引当金 

     職員の退職手当は、「退職手当負担に関する協定書」に基づき、篠栗町流域関連

公共下水道事業会計が毎期支出する福岡県市町村職員退職手当組合に対する一般

負担金を除き、一般会計がその全額を負担することとなっているため、退職給付引

当金は計上していない。 

 （２）賞与引当金 

     職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、

当事業年度末における支給見込み額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上

している。 

 （３）貸倒引当金 

     債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性の検討し、回収不能見込額

を計上している。 
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 ４．その他会計に関する書類の作成のための基礎となる重要な事項 

 （１）消費税等の会計処理 

     消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

Ⅱ．予定貸借対照表等に関する注記 

 １．企業債の償還に係る他会計の負担 

    企業債（当事業年度末日の翌日から起算して 1 年以内に償還予定のものも含む。）

のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は 3,597,135 千円である。 

 ２．引当金の取崩し 

 （１）賞与引当金 

     当事業年度における職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費

の支出にあたり、賞与引当金 2,411 千円を取り崩す見込みである。 

 （２）貸倒引当金 

     当事業年度における債権の不納欠損による損失のため、貸倒引当金 500 千円を取

り崩す見込みである。 
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(単位：千円)  

　１　営業収益

　　(1)下水道使用料 441,912

　　(2)他会計負担金 4,000

　　(3)他会計補助金 0

　　(4)受託工事費 0

　　(5)その他営業収益 5 445,917

　２　営業費用

　　(1)管渠費 279,464

　　(2)受託工事費 0

　　(3)総係費 19,890

　　(4)減価償却費 406,643

　　(5)資産減耗費 13,179

　　(6)その他営業費用 0 719,177

営業損失 273,260

　３　営業外収益

　　(1)受取利息及び配当金 1

　　(2)他会計負担金 133,500

　　(3)他会計補助金 0

　　(4)長期前受金戻入益 297,659

　　(5)引当金戻入益 0

　　(6)その他営業外収益 2 431,161

　４　営業外費用

　　(1)支払利息 108,315

　　(2)消費税 0

　　(3)予備費 909

　  (4)その他営業外費用 2,361 111,585 319,577

経常利益 46,317

　５　特別利益

　　(1)固定資産売却益 0

　　(2)過年度損益修正益 25

　　(3)その他特別利益 0 25

　６　特別損失

　　(1)固定資産売却損 0

　　(2)貸倒損失 0

　　(3)過年度損益修正損 91

　　(4)その他特別損失 0 91 △ 66

当年度純利益 46,250

前年度繰越利益剰余金 0

その他未処分利益剰余金変動額 0

当年度未処分利益剰余金 46,250

（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

令和元年度　篠栗町流域関連公共下水道事業予定損益計算書（前年度）
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 0

　　　ロ　建物 0

　　　　　減価償却累計額 0 0

　　　ハ　構築物 14,285,055

　　　　　減価償却累計額 △ 1,858,361 12,426,694

　　　ニ　機械及び装置 4

　　　　　減価償却累計額 △ 4 0

　　　ホ　車両運搬具 0

　　　　　減価償却累計額 0 0

　　　ヘ　工具器具及び備品 1,397

　　　　　減価償却累計額 △ 586 812

　　　ト　建設仮勘定 7,500

　　　有形固定資産合計 12,435,006

（２）無形固定資産

　　　イ　施設利用権 1,122,734

　　　無形固定資産合計 1,122,734

　　　固定資産合計 13,557,740

２　流動資産

（１）現金及び預金 220,389

（２）未収金

　　　イ　未収下水道使用料 40,545

　　　ロ　その他未収金 1,837

　　　貸倒引当金 △ 2,246 40,136

（３）貯蔵品 0

（４）その他流動資産 0

　　　流動資産合計 260,525

　　　資産合計 13,818,265

３　固定負債

（１）企業債

　　　イ　建設改良のための企業債 4,710,869

　　　ロ　その他企業債 1,068,281

　　　企業債合計 5,779,151

（２）他会計借入金 0

（３）その他固定負債 0

　　　固定負債合計 5,779,151

(令和2年3月31日現在)

令和元年度　篠栗町流域関連公共下水道事業予定貸借対照表（前年度）

--- 資 産 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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　４　流動負債

（１）企業債

　　　イ　建設改良のための企業債 382,585

　　　ロ　その他企業債 100,447

　　　企業債合計 483,032

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 2,408

（４）未払金 46,998

（５）その他流動負債 17,709

　　　流動負債合計 550,148

５　繰延収益

（１）長期前受金 8,791,089

　　　長期前受金収益化累計額 △ 1,505,361 7,285,728

　　　繰延収益合計 7,285,728

　　　負債合計 13,615,027

６　資本金 46,514

７　剰余金

（１）資本剰余金 0

（２）利益剰余金

　　　イ　減債積立金 110,474

　　　ロ　建設改良積立金 0

　　　ハ　当年度未処分利益剰余金 46,250

　　　利益剰余金合計 156,724

　　　剰余金合計 156,724

　　　資本合計 203,238

　　　負債資本合計 13,818,265

--- 資 本 の 部 ---
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流域関連公共下水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 下水道事業収益 889,744 897,105 △ 7,361

 01 営業収益 482,007 479,193 2,814

01 下水道使用料 477,503 475,188 2,315

001 下水道使用料 477,503

02 他会計負担金 4,500 4,000 500

001 他会計負担金 4,500 雨水処理繰入金 4,500

06 その他営業収益 4 5 △ 1

001 手数料 4 証明等交付手数料 4

 02 営業外収益 407,736 417,911 △ 10,175

01 受取利息及び配当金 1 1 0

001 預金利息 1

02 他会計負担金 130,000 133,500 △ 3,500

001 他会計負担金 130,000 水質規制繰入金 1,000

高度処理繰入金 27,000

企業債利子償還金繰入金 15,000

高資本対策費繰入金 70,000

分流式下水道等繰入金 17,000

04 長期前受金戻入益 277,730 284,405 △ 6,675

001 受贈財産評価額長期前受金戻入 80,058

002 他会計補助金長期前受金戻入 32,546

003 国庫補助金長期前受金戻入 70,488

004 県補助金長期前受金戻入 1,886

005 受益者負担金長期前受金戻入 25,513

007 その他長期前受金戻入 67,239

05 引当金戻入益 2 2 0

002 賞与引当金戻入益 1

005 貸倒引当金戻入益 1

06 消費税及び地方消費税 1 1 0

   還付金

001 消費税及び地方消費税還付金 1

07 雑収益 2 2 0

003 雑収益 2 延滞金 1

その他雑収益 1

 03 特別利益 1 1 0

02 過年度損益修正益 1 1 0

001 過年度損益修正益 1

令和２年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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流域関連公共下水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 下水道事業費用 882,823 873,970 8,853

 01 営業費用 768,445 747,541 20,904

01 管渠費 324,108 305,310 18,798

001 給料 11,763 一般職給 11,763

002 手当 6,331 扶養手当 738

地域手当 778

住居手当 648

時間外勤務手当 216

管理職手当 457

期末手当 2,050

勤勉手当 1,444

004 賞与引当金繰入額 2,084 期末・勤勉手当引当金繰入額 1,734

法定福利費引当金繰入額 350

007 法定福利費 3,884 職員共済組合負担金 3,884

008 旅費 3 普通旅費 3

011 備消耗品費 30

017 委託料 22,339 統合型ＧＩＳ保守委託料 3,162

下水道管渠維持管理委託料 8,313

積算システム保守委託料 238

特定事業場水質検査委託料 60

設計委託料 500

業務委託料 66

計画策定業務委託料 10,000

019 賃借料 373 借地料 24

積算システム賃借料 349

020 修繕費 1,426

026 補償費 300 その他補償費 300

027 負担金 275,075 流域下水道維持管理負担金 275,075

028 工事請負費 500

03 総係費 23,849 22,089 1,760

001 給料 2,429 一般職給 2,429

002 手当 3,459 地域手当 146

通勤手当 24

時間外勤務手当 73

期末手当 380

勤勉手当 281

退職手当組合負担金 2,555

004 賞与引当金繰入額 383 期末・勤勉手当引当金繰入額 322

法定福利費引当金繰入額 61

007 法定福利費 746 職員共済組合負担金 717

職員公務災害補償負担金 29

008 旅費 27 普通旅費 13

特別旅費 14

令和２年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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流域関連公共下水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

009 報償費 860 受益者負担金前納報奨金 860

011 備消耗品費 30

015 通信運搬費 54 郵送料 54

017 委託料 5,925 下水道会計システム保守委託料 3,085

排水設備完了検査業務委託料 1,300

業務委託料 1,540

019 賃借料 3,076 受益者負担金システム賃借料 1,452

下水道会計システム賃借料 1,624

027 負担金 6,091 下水道協会負担金 180

多々良川流域下水道促進協議会負担金 150

全国町村下水道促進協議会負担金 20

下水道展負担金 150

水道事業事務負担金 5,591

034 保険料 43

035 補助金 400 私道排水設備助成金 400

039 貸倒引当金繰入額 326 下水道使用料貸倒引当金繰入額 326

04 減価償却費 407,339 406,962 377

001 有形固定資産減価償却費 362,799 構築物減価償却費 362,583

工具器具及び備品減価償却費 216

002 無形固定資産減価償却費 44,540 流域下水道建設負担金減価償却費 44,540

05 資産減耗費 13,149 13,180 △ 31

001 固定資産除却費 13,149

 02 営業外費用 113,278 125,329 △ 12,051

01 支払利息及び企業債取 101,278 111,329 △ 10,051

   扱諸費 001 企業債利息 101,278

02 消費税及び地方消費税 12,000 14,000 △ 2,000

001 消費税及び地方消費税 12,000

 03 特別損失 100 100 0

04 過年度損益修正損 100 100 0

001 過年度損益修正損 100

 04 予備費 1,000 1,000 0

01 予備費 1,000 1,000 0

001 予備費 1,000

令和２年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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流域関連公共下水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的収入 486,221 402,401 83,820

 01 企業債 363,100 285,800 77,300

01 企業債 363,100 285,800 77,300

001 公共下水道事業債 135,500

002 流域下水道事業債 41,000

003 資本費平準化債 135,000

004 下水道事業債（特別措置分） 51,600

 06 他会計負担金 120,000 116,500 3,500

01 他会計負担金 120,000 116,500 3,500

001 他会計負担金 120,000 企業債元金償還繰入金 120,000

 07 受益者負担金 3,121 101 3,020

01 受益者負担金 3,121 101 3,020

001 受益者負担金 3,120

002 区域外流入による受益者負担金 1

令和２年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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流域関連公共下水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的支出 671,459 571,988 99,471

 01 建設改良費 145,500 70,087 75,413

01 管渠建設改良費 145,500 70,087 75,413

026 管渠建設改良費 145,500 公共下水道単独工事 65,500

雨水施設工事 80,000

 02 固定資産購入費 42,924 39,928 2,996

01 有形固定資産購入費 22 22 0

004 機械及び装置 22 量水器・ポンプ 22

02 無形固定資産購入費 42,902 39,906 2,996

004 施設利用権購入 42,902 流域下水道建設負担金 42,902

 03 企業債償還金 483,035 461,973 21,062

01 企業債償還金 483,035 461,973 21,062

001 公共下水道事業債元金償還金 321,933

002 流域下水道事業債元金償還金 60,653

003 資本費平準化債元金償還金 53,285

004 下水道事業債（特別措置分）元金 47,164

    償還金

令和２年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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